
講座番号 C-06 講座名

記載日 2019/6/17 団体名・企業名

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

5/25 国際ウミガメ学会 会長　松沢先生によるスライドを使った

講演風景

6/1 講座修了後、講師・受講者・スタッフみんなで記念写真

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)

・ウミガメの生態の説明がわかり易く、今まで知らなかったことを知ることができた。

・ウミガメの特徴や生態に興味を深く持って、環境問題に対しても考えるようになった。

・講師の話し方が上手で、内容も面白く大変わかりやすかった。

・新しい発見、勉強になった。

写真を添付してください

写真２

今年で2回目の企画運営参加でしたが、ウミガメと環境問題は、昨今関心が高まっているマイクロプラスチック汚染

問題とあいまってか、若い世代の参加者も多く、また講師にも恵まれ良い講座となりました。

今回講演を依頼した2団体とは、日ごろわが社のＣＳＲ活動を通して交流があり、この講座をとおしてさらに社会や

地域の方々に活動を広げ、ともに学び成長していければと思います。

事業実績報告書

学ぼう！ウミガメ保護活動とそこから見える環境問題

中部土木(株)

〈講座全体の概要〉(300字程度)

普段は海で暮らしているウミガメの生態は限定的な理解に留まっていましたが、近年その全貌が急速に見えてきま

した。そこで1回目は、国際ウミガメ学会会長でもある松沢先生を講師に、これまでの調査研究により明らかになっ

てきたウミガメ類の生態と、気候変動、海岸開発、漂流ゴミ問題、漁業などの影響について実例とともに解説いた

だいた。2回目は、小笠原を中心にアオウミガメの保護サポートに取り組んでいるエコロジー・カフェの阿部代表を

講師に、その活動とそこからみえる環境問題等について小笠原の暮らしの様子とともにお話いただいた。

様式２
(2019年度)
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●団体紹介　　　　　

連絡担当者 ウェブサイト

TEL FAX

E-mail 携帯電話

 

講座名

講師名 参加人数 名

講座名

講師名 参加人数 名

l_takekawa@chubudoboku.co.jp

第一回

松沢　慶将 22

内容

小笠原のアオウミガメの保護活動からみえる環境問題等について実例とともに

解説します。

〈団体・企業の簡単な紹介・PR〉(150文字程度)

わが社は、昭和38年1月名古屋市内の下請け工事をスタートに、舗装工事、土木工事全般に事業拡大をはかり、今

日まで多くのお客様や地域の皆様に支えられ、成長してきました。

経営理念である「縁を大切に」を遵守し地域社会に貢献することを使命と考え、「お客さまとの縁」「地域との

縁」「社員との縁」を大切に、何事にも情熱を持ってチャレンジしています。

ウミガメの生態を取り巻く諸問題

調査研究により明らかになってきたウミガメ類の生態と、気候変動、環境の影

響について実例とともに解説します。

●講座開催情報                      

052-777-3311

〒465-0092

名古屋市名東区社台三丁目125番地

http://www.chubudoboku.co.jp/

052-777-3320

第二回

阿部　清美 14

内容

ウミガメから学ぶ環境問題

団体所在地

竹川　琉伽
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